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	 このテーマは、額に納められ壁に掛けられている作品から床面の「かざ車」へと変容して

いく過程を表す。 
額縁内の作品は、帯状の多彩な色と水玉模様を造形要素とし、編み込む技法で幾何学的なイ

メージを構成する作品であり、これを起点とした。 
その下にかけられている作品は、カラフルな帯と水玉に分解され、フレームから脱出し、イ

メージから開放される流れを表している。 
これらの造形要素は透明な「かざ車」と出合い、日常の空間に展開して行く。 
 
（１）色を編む～額装作品「内」 

５色の帯の支持体が即、表現となる。編み込む技法で構築した平面、さらに水玉模様

を配することで幾何学的なイメージを強調する作品とした。 
 

（２）イメージの開放～「外へ」 
編み込まれた平面は構造上ほぐれやすく、帯状の色と水玉に分解され、その過程を落

下するiとして表現した。 
 

（Ò）展開～「外」 
日常の空間にÇり£�た造形要素は、�}された透明な「かざ車」に出合いËを]け

（m内なのでMr的に起こした）、�にカラフルな水玉模様の多様なZ�と�色に'

り、D5?カルな空間を作る。 
床面に配¬された「かざ車」¦５Ï�の°�は、NまでÃ外でのイH46レー2BH

でS�して�た%のであり（�和IhÆIp^I��な�）、このObから外へ«が

ることの¹|とした。 
 

（４）/ー=H46ジ/ 
展�Obに�たに·けられた/ー=H46ジ/はライ<イH46レー2BHやGー

12B7=を»¾な%のとし、�Ì­と-ー9をT�する�cをX出した。 
 は?:「かざ車」のGー12B7=で\Yしましたが、k成作品を�にする\Y­

の¤Êからそれがl~で�た。 
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